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八
月
二
十
二
、二
十
三
、二
十
四
日
を
中

心
に
市
内
各
地
で
も
地じ

蔵ぞ
う
盆ぼ
ん
が
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
蔵
は
シ
ャ
カ
が
亡

く
な
っ
た
後
、
人
々
を
教
化
・
救
済
し
た

菩ぼ

薩さ
つ
で
、
丸
く
に
こ
や
か
で
柔
和
な
お
顔

立
ち
が
特
徴
で
す
。
長
寿
や
子
ど
も
の
成

長
、
安
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
叶
え

て
く
だ
さ
る
仏
さ
ま
と
し
て
、
古
く
か
ら

信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
旅
人
の
安
全
を
祈
る
道
標
に
も
地
蔵

が
彫
ら
れ
、
高
見
の
里
三
丁
目
の
敬

き
ょ
う

念ね
ん

寺じ

（
真
宗
大
谷
派
）
前
に
見
ら
れ
る
天て
ん

和な

二
年

（
一
六
八
二
）
七
月
十
日
の
地
蔵
道
標（「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」
81
）
は
年
号
の
入
っ
た
道
標

と
し
て
は
市
域
最
古
で
す
。
こ
こ
で
は
、

町ま
ち
中な
か
に
祀
ら
れ
る
数
多
く
の
地
蔵
の
う
ち
、

地
域
の
人
々
か
ら
特
別
に
愛
称
を
持
っ
て

親
し
ま
れ
て
い
る
四
体
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）　
栄え

い
和わ

地
蔵
尊（
新
堂
三
丁
目
）

　
浄

じ
ょ
う

光こ
う

寺じ
（
融ゆ
う

通づ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

宗し
ゅ
う）
山
門
を
入
っ

て
、
右
側
に
地
蔵
堂
が
建
て
ら
れ
、
地
蔵

菩
薩
立
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
右
手
に

錫し
ゃ
く杖じ
ょ
う、

左
手
に
宝ほ

う

珠じ
ゅ

を
持
っ
て
い
ま
す
。

材
質
は
花か

崗こ
う

岩が
ん

で
、
厚あ

つ
肉に

く
彫ほ

り
で
す
。
台だ

い

座ざ

か
ら
舟ふ
な
形が
た
光こ
う
背は
い
ま
で
は
九
十
セ
ン
チ
で

像
高
は
六
十
五
セ
ン
チ
を
測
り
ま
す
。

　
こ
の
地
蔵
は
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成

長
を
願
う
子こ

安や
す

地
蔵
で
、
と
く
に
栄
和
地

蔵
尊
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。「
い
か
な
る
難

病
に
も
不
思
議
な
お
助
け
が
あ
り
、
な
か

で
も
子
ど
も
の
夜
泣
き
は
一
夜
で
治
る
」と

信
じ
ら
れ
、
厚
い
信
仰
を
う
け
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
半
ば
ご
ろ
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
二
）　
火ひ

除よ

け
地
蔵（
三
宅
中
五
丁
目
）

　
西さ

い
方ほ
う
寺じ
（
融
通
念
仏
宗
）
観
音
堂
前
に
、

地
蔵
堂
が
あ
り
、
火
除
け
地
蔵
と
よ
ぶ
立

像
が
立
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
右
手
に
錫

杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
舟
形
光
背
に

つ
く
り
ま
す
が
、
上
部
が
一
部
欠
け
て
い

ま
す
。
光
背
上
部
中
央
に
地
蔵
菩
薩
の
梵ぼ

ん

字じ

で
あ
る「
　
」
を
彫
っ
て
い
ま
す
。
台

座
か
ら
光
背
ま
で
は
九
十
セ
ン
チ
、
像
高

は
六
十
六
セ
ン
チ
を
測
り
ま
す
。
材
質
は

砂
岩
で
、
厚
肉
彫
り
に
つ
く
り
ま
す
。

　
三
宅
で
は
、
江
戸
時
代
の
宝ほ

う

永え
い

三
年

（
一
七
〇
六
）に
智ち

光こ

坊ぼ
う
焼や

き
と
称
す
る
大

火
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
火
意
識
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。
近
く
の
屯み

倉や
け
神
社
西
南

角
に
祀
ら
れ
る「
宝
永
三
年
卯う

月
望ぼ
う

日
」

の
巨
大
な
三
宅
地
蔵
尊（
舟
形
光
背
ま
で

の
高
さ
一
八
七
セ
ン
チ
、
像
高
一
二
三
セ

ン
チ
。
花
崗
岩（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
87
）

が
有
名
で
す
が
、
火
除
け
地
蔵
は
三
宅
地

蔵
尊
造
立
前
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
、
江
戸
時
代
中
期
の
三
宅
村
の
大
火
以

後
、
こ
の
地
蔵
を
信
仰
す
れ
ば
、
い
か
な

る
火
災
に
も
あ
わ
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
も
と
も
と
、
屯
倉
神
社
境
内
に

あ
っ
た
神じ

ん

宮ぐ
う

寺じ

の
梅ば

い

松し
ょ
う院い
ん（

真
言
宗
）
に

あ
り
、
同
寺
が
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
っ

た
時
、
梅
松
院
本
尊
の
十
一
面
観
音
と
と

も
に
、
西
方
寺
に
移
さ
れ
た
と
も
伝
え
て

い
ま
す
。

（
三
）　
延え

ん
命め
い
地
蔵
尊（
天
美
南
四
丁
目
）

　
再
建
な
っ
た
浄

じ
ょ
う

念ね
ん

庵あ
ん

前
に
地
蔵
堂
が
建

ち
、
立た

て

膝ひ
ざ

を
立
て
る
坐ざ

像
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
地
は
、
堀
地
区
の
融
通
念
仏
宗

で
あ
っ
た
浄
念
寺
の
旧
地
で
、
地
蔵
も
本

堂
前
に
あ
り
ま
し
た
。
丸ま

る

彫
り
で
、
右
手

は
頬ほ

ほ

を
さ
さ
え
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
て

い
ま
す
。
花
崗
岩
で
、
像
高
は
三
十
二
セ

ン
チ
を
測
り
ま
す
。
台
座
中
央
に「
延
命

地
蔵
尊
」
と
あ
り
、
側
面
に「
文ぶ

ん
化か

六
年
巳み

年
六
月
吉
日
」「
願
主
久
吉
」と
刻
ん
で
い
ま

す
。
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）、堀
村
に
人
々

の
長
寿
を
願
う
延
命
地
蔵
尊
と
し
て
造
立

さ
れ
た
の
で
し
た
。

（
四
）　
首
な
し
地
蔵（
別
所
六
丁
目
）

　
別
所
公
民
館
広
場
に
両
肩
・
首
か
ら
上

が
欠
け
た
花
崗
岩
製
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
背
も
上
部
が
欠
損

し
て
い
ま
す
が
、
総
高
は
八
十
二
セ
ン
チ
、

像
高
は
七
十
六
セ
ン
チ
の
地
蔵
を
浮
出
し
、

半
彫
り
に
し
て
連れ

ん

華げ

座ざ

を
施
こ
し
ま
す
。

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
初
期
ご
ろ
の
作
風
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）
に
付
け
替
え

ら
れ
た
大
和
川
が
洪
水
を
お
こ
し
た
際
、

別
所
に
流
れ
つ
い
た
と
い
い
、
そ
の
た
め

お
顔
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
地
蔵
が
身
代
り
と
な
っ
て
首

か
ら
上
の
病
気
を
治
し
て
下
さ
る
と
い
う

信
仰
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
、
頓と

ん

随ず
い

寺じ
（
真
宗
大
谷
派
）
西
側
で
祀

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

vol.231 信仰される地蔵菩薩
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲延命地蔵尊（天美
南4丁目、堀地区）

▲火除け地蔵（三宅中
5丁目）

▲栄和地蔵尊（新堂
3丁目）

▲首なし地蔵（別所
6丁目）
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